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創
刊
に
あ
た
り
一

言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
当
協
会
は
、
１
９
６
９

年
に
僅
か
35
人
の
東
京
都
内
に
勤
務
す
る
理
学
療
法

士
に
よ
っ
て
「
東
京
都
士
会
」
と
し
て
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
設
立
当
初
は
「
理
学
療
法
技
術
の
向
上
」
並

び
に
「
理
学
療
法
の
啓
蒙
啓
発
」
を
主
目
的
と
し
て

活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
１
９
９
３

年
に
は
、「
社
団
法
人
東
京
都
理
学
療
法
士
会
」
と

し
て
「
都
民
の
医
療
・
保
健
・
福
祉
の
増
進
」
に
寄

与
す
る
た
め
に
理
学
療
法
士
の
質
向
上
を
は
か
る
団

体
と
し
て
東
京
都
か
ら
認
可
を
受
け
ま
し
た
。
更

に
、
２
０
０
８
年
の
公
益
法
人
制
度
改
革
に
基
づ
き

２
０
１
２
年
に
は
「
公
益
社
団
法
人
東
京
都
理
学
療

法
士
協
会
」
と
し
て
理
学
療
法
士
の
質
向
上
は
基
よ

り
、
公
益
性
の
高
い
団
体
と
し
て
東
京
都
の
認
可
を

受
け
ま
し
た
。

　

創
立
か
ら
50
年
以
上
が
経
過
し
、
現
在
で
は

10,000

名
を
超
え
る
会
員
数
（
休
会
者
を
含
む
）

ま
で
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。「
公
益
社
団
法
人
」

を
取
得
後
は
、「
都
民
の
健
康
に
寄
与
す
べ
き
活
動
」

を
主
眼
に
お
き
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。「
全

て
は
都
民
の
た
め
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
理
学
療
法
士

と
し
て
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
実
践
を
支

援
し
、
社
会
に
対
し
て
そ
の
質
を
保
証
す
る
た
め
の

教
育
活
動
も
積
極
的
に
行
い
な
が
ら
会
員
が
一
丸
と

な
り
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
の
事
業
数
か
ら
考

え
る
と
、
ほ
ぼ
毎
日
都
内
い
ず
れ
か
で
本
会
は
な
ん

ら
か
の
活
動
を
実
施
し
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

近
年
で
は
主
に
「
介
護
予
防
を
中
心
と
し
た
地
域
活

動
に
よ
る
支
援
」
や
「
災
害
対
策
（
防
災
を
含
め
た
）

に
お
け
る
活
動
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
事
業
展
開
に
お
い
て
当
協
会
で
は
、
東
京
都
全
体

と
し
て
の
活
動
の
ほ
か
、
区
市
町
村
を
単
位
と
し
た

地
域
に
密
着
し
た
支
部
活
動
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、

区
市
町
村
を
単
位
と
し
た
支
部
設
立
を
推
進
し
活
動

を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
に
お
き

ま
し
て
は
全
て
の
地
区
に
支
部
を
設
立
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
全
て
の
支
部
活
動
に
お
い

て
更
な
る
地
域
密
着
化
を
図
り
、
活
性
化
さ
せ
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
当
協
会
は
、「
全
て
は
都
民
の
た
め
に
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
「
都
民
の
医
療
保
健
福
祉
に
寄
与
す

る
」
た
め
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
50

年
・
１
０
０
年
に
向
け
て
引
き
続
き
、
皆
様
方
か
ら

の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

公益社団法人　東京都理学療法士協会
会長

森島　健

「理学療法の力」TOKYO
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理学療法士は人生のあらゆる場面をサポートします。
理学療法士は、「赤ちゃん」から「お年寄り」までの人生のあらゆる場面でサポートします。
みなさまがより良い人生をお送りできるよう、理学療法士は活動しています。

市・区役所 / 保健所 / 保健センター

病院 / 診療所

大学院 / 研究所 / 企業

通所リハビリテーション / 
訪問リハビリテーション / 

老人保健施設 / 
住宅改善・福祉用具のアドバイス

障害者福祉センター / 
障害児（者）通所・入園施設 / 

特別支援学級・学校

障がい者スポーツ / スポーツ傷害予防

介護予防・健康増進

理学療法士とは？

理 学 療 法 士 は

身 体 づ く り と 生 活 動 作 の

専 門 家 で す 。

理 学 療 法 士 は 国 家 資 格 で す 。

3



東
京
都
理
学
療
法
士
協
会
に
つ
い
て

東京都理学療法士協会
副会長　事務局長
帝京科学大学医療科学部　准教授

豊田　輝

　

本
会
は
、
理
学
療
法
士
の
人
格
，
倫
理
及
び
学
術
技

能
を
研
鑽
し
、
東
京
都
内
に
お
け
る
理
学
療
法
の
普
及

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
都
民
の
医
療
・
保
健
・
福

祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
組
織
化
さ

れ
、
東
京
都
か
ら
認
可
を
受
け
た
公
益
社
団
法
人
で
す

（
２
０
２
２
年
11
月
29
日
現
在
正
会
員10,108

名
）。

　

具
体
的
に
は
、
本
会
正
会
員
で
あ
る
理
学
療
法
士
は

国
家
資
格
を
有
す
る“Profession

（
専
門
的
職
業
）”

と
し
て
、
社
会
か
ら
の
信
頼
を
維
持
す
る
た
め
に
医
療
・

保
健
・
福
祉
な
ど
の
領
域
に
関
す
る
研
鑽
を
生
涯
に
わ

た
り
継
続
し
な
が
ら
理
学
療
法
を
提
供
す
る
こ
と
に
加

え
、
そ
れ
ら
の
専
門
性
を
東
京
都
内
の
各
地
域
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
以
下
の
よ

う
な
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

東
京
都
、
墨
田
区
、
千
代
田
区
、
江
東
区
、
大
田
区
、

文
京
区
、
中
央
区
、
豊
島
区
、
練
馬
区
、
目
黒
区
、
立

川
市
な
ど

【
事
業
内
容
】

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
療
養
解
除
後
の
都
内
施
設

へ
の
理
学
療
法
士
派
遣
事
業
、
施
設
内
療
養
を
行
う
障

害
者
施
設
等
へ
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
職
員
派
遣
事

業
、
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動
支
援
事
業
、
生

活
機
能
改
善
訪
問
ア
ド
バ
イ
ス
事
業
、
高
齢
者
通
い
の

場
支
援
事
業
、
地
域
ケ
ア
会
議
推
進
事
業
、
地
域
介
護

予
防
活
動
支
援
事
業
、
転
倒
予
防
教
室
な
ど

自
治
体
か
ら
の
委
託
事
業

（
２
０
２
２
年
度
実
績
）

　

ま
た
、
本
会
事
業
目
的
の
達
成
の
た
め
に
、
本
会
内

の
組
織
は
、
各
業
務
内
容
か
ら
「
7
局
30
部
22
委
員
会
」

に
細
分
化
し
て
役
割
分
担
と
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
展

開
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
特
に
東
京
都
内
の
地

域
特
性
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
展
開
す
る
た
め
、
62
区

市
町
村
を
全
て
網
羅
す
る
支
部
を
組
織
化
し
て
お
り
ま

す
（
２
０
２
２
年
度
50
支
部
）。

事業名称 内　容

① 理学療法を通じた都民の医療・保健・福
祉の増進に関する事業

各種疾病やスポーツ障害ならびに要介護状態の予防・改善のため
の健康教室や相談会、研修会、公開講座の開催など

② 理学療法における学術及び科学技術の振
興に資する事業 理学療法に関する研究助成など

③ 地域社会の健全な発展を目的とする事業 エスカレーターマナーアップ推進イベント、地域リハビリテーショ
ン専門人材育成研修の開催など

④ 高齢者の福祉の向上を目的とする事業 各自治体等が開催する高齢者イベントでの相談会、認知症対策講
座の開催、自治体からの介護予防等に関する委託事業など

⑤ 障害者の支援を目的とする事業 障害者支援に関する情報収集及び公開や日常生活活動における援
助方法指導、障害者スポーツ支援に関する啓蒙活動など

⑥ 教育期間に協力し、健康並びに教育の向
上に資する事業

小学生の健やかな成長のために理学療法士の専門性を活かした車
椅子体験会や理学療法士の働く現場での一日体験会の開催など

⑦ 理学療法に関する刊行物の発行及び調査
研究事業

社会のニーズに応じた理学療法に関する最新の情報や医療・保健・
福祉の増進に寄与する情報の広報など

⑧ 理学療法士の知識・技術向上のための研
修会開催等に関する事業

理学療法に関連した専門的知識・技術向上を図り、都民に質の高
いサービスを提供する理学療法士を育成するための講習会の開催
など

The Power of Physical Therapy
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区
西
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
部

北
区
支
部

板
橋
区
支
部

豊
島
区
支
部

練
馬
区
支
部

区
西
南
部
・
区
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
部

中
野
区
支
部

杉
並
区
支
部

世
田
谷
区
支
部

新
宿
区
支
部

渋
谷
区
支
部

目
黒
区
支
部

区
東
北
部
・
区
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
部

江
戸
川
区
支
部

墨
田
区
支
部

足
立
区
支
部

江
東
区
支
部

荒
川
区
支
部

葛
飾
区
支
部

区
中
央
部
・
区
南
部
・
島
し
ょ
部
ブ
ロ
ッ
ク
部

大
田
区
支
部

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

支
部
長

板
谷
　
匠
（
牧
田
総
合
病
院
）

伊
藤
滋
唯
（
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
南
大
井
）

秋
保
光
利
（
三
井
記
念
病
院
）

金
井
　
良
（
専
門
学
校
東
京
医
療
学
院
）

齊
藤
　
雄
（
台
東
病
院
）

新
井
保
久
（
済
生
会
中
央
病
院
・
乳
児
院
）

岡
安
　
健
（
東
京
医
科
歯
科
大
学
病
院
）

小
泉
裕
一
（
神
津
島
村
保
健
セ
ン
タ
ー
）

永
見
直
明
（
多
摩
丘
陵
病
院
）

渥
美
幹
子
（
東
京
医
科
大
学
八
王
子
医
療
セ
ン
タ
ー
）

植
松
博
幸
（
公
立
福
生
病
院
）

佐
藤
文
雄
（
羽
村
三
慶
病
院
）

長
　
正
則
（
高
木
病
院
）

廣
實
伸
治
（
あ
き
る
台
病
院
）

佐
藤
雄
介
（
介
護
老
人
保
健
施
設
菜
の
花
）

柳
堀
明
久
（
小
金
井
太
陽
病
院
）

富
森
　
賢
（
あ
き
し
ま
相
互
病
院
）

谷
　
英
幸
（
東
大
和
病
院
）

三
浦
啓
一
（
こ
ま
え
正
吉
苑
）

石
塚
佳
久
（
田
無
病
院
）

松
本
徹
也
（
緑
成
会
病
院
）

前
床
　
剛
（
武
蔵
野
陽
和
会
病
院
）

原
嶋
崇
人
（
さ
わ
や
か
訪
問
看
護
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

佐
々
木
恭
介
（
多
摩
川
病
院
）

竹
田
紘
崇
（
杏
林
大
学
医
学
部
付
属
病
院
）

岩
見
俊
哉
（
オ
ム
ソ
ー
リ
訪
問
看
護
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
府
中
）

篠
原
　
亮
（
介
護
老
人
保
健
施
設
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
）

　
　
調
整
中

工
藤
弘
之
（
大
久
野
病
院
）

　
　
調
整
中

保
科
和
央
（
栄
福
祉
会
）

内
田
　
学
（
東
京
医
療
学
院
大
学
）

小
林
健
一
（
康
明
会
ホ
ー
ム
ケ
ア
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

松
永
　
潤
（
稲
城
市
立
病
院
）

原
　
辰
成
（
総
合
東
京
病
院
）

大
澤
諭
樹
彦
（
老
健
く
ぬ
ぎ
）

鹿
島
雄
志
（
株
式
会
社
り
は
っ
ぴ
ぃ
）

中
嶋
裕
介
（
J
C
H
O
東
京
新
宿
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
）

山
中
誠
一
郎
（
初
台
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
）

田
中
佳
紀
（
き
む
ら
て
つ
や
整
形
外
科
内
科
）

高
橋
勇
貴
（
東
京
北
医
療
セ
ン
タ
ー
）

真
庭
弘
樹
（
イ
ム
ス
板
橋
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
）

渡
邊
寿
彦
（
ゆ
み
の
ハ
ー
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

赤
城
圭
佑
（
辻
内
科
循
環
器
科
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

笠
原
剛
敏
（
東
京
臨
海
病
院
）

輪
違
弘
樹
（
エ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
）

山
ノ
内
聖
一
（
医
療
法
人
社
団
福
寿
会
）

渡
辺
信
隆
（
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
た
ん
ぽ
ぽ
）

藤
井
孝
光
（
株
式
会
社
あ
し
す
と
）

石
井
庸
太
（
イ
ム
ス
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
東
京
葛
飾
病
院
）

品
川
区
支
部

千
代
田
区
支
部

中
央
区
支
部

台
東
区
支
部

港
区
支
部

文
京
区
支
部

島
し
ょ
支
部

西
多
摩
・
南
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
部

北
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
部

町
田
市
支
部

小
金
井
市
支
部

八
王
子
市
支
部

昭
島
市
支
部

福
生
市
支
部

東
大
和
市
支
部

羽
村
市
支
部

狛
江
市
支
部

青
梅
市
支
部

西
東
京
市
支
部

あ
き
る
野
市
支
部

小
平
市
支
部

瑞
穂
町
支
部

武
蔵
野
市
支
部

日
の
出
町・奥
多
摩
町

檜
原
村
支
部

国
分
寺
市
支
部

調
布
市
支
部

多
摩
市
支
部

三
鷹
市
支
部

日
野
市
支
部

府
中
市
支
部

稲
城
市
支
部

武
蔵
村
山
市
支
部

東
村
山
支
部

清
瀬
市

東
久
留
米
市
支
部

立
川
市

国
立
市
支
部

東京都理学療法士協会における各支部と支部長

5



町田市町田市
45施設45施設
276 名276 名

多摩市多摩市
16施設16施設
106 名106 名

稲城市稲城市
9施設9施設
67名67名

狛江市狛江市
9施設9施設
45名45名

調布市調布市
24施設24施設
107 名107 名

府中市府中市
22施設22施設
153 名153 名

東村山市東村山市
20施設20施設
104 名104 名

清瀬市清瀬市
15施設15施設
7272

国分寺市国分寺市
10施設10施設
29名29名

小平市小平市
26施設26施設
207 名207 名

東久留米市東久留米市
10施設10施設
38名38名 西東京市西東京市

22施設22施設
132 名132 名

小金井市小金井市
13施設13施設
167 名167 名

練馬区練馬区
70施設70施設
425 名425 名

三鷹市三鷹市
26施設26施設
132 名132 名

武蔵野市武蔵野市
27施設27施設
136 名136 名

杉並区杉並区
69施設69施設
363 名363 名

世田谷区世田谷区
116 施設116 施設
536 名536 名

板橋区板橋区
82施設82施設
537 名537 名

大田区大田区
80施設80施設
521 名521 名

品川区品川区
41施設41施設
331 名331 名

目黒区目黒区
39施設39施設
138 名138 名

港区港区
65施設65施設
214 名214 名

渋谷区渋谷区
39施設39施設
318 名318 名

新宿区新宿区
47施設47施設
244 名244 名

中野区中野区
27施設27施設
285 名285 名

北区北区
44施設44施設
391 名391 名

豊島区豊島区
33施設33施設
188 名188 名

文京区文京区
36施設36施設
217 名217 名

千代田区千代田区
32施設32施設
139 名139 名

足立区足立区
85施設85施設
666 名666 名

葛飾区葛飾区
55施設55施設
238 名238 名

江戸川区江戸川区
73施設73施設
415 名415 名

荒川区荒川区
28施設28施設
109 名109 名

台東区台東区
22施設22施設
129 名129 名

墨田区墨田区
39施設39施設
214 名214 名

中央区中央区
27施設27施設
106 名106 名

江東区江東区
49施設49施設
347 名347 名

現在、東京都では　10,108 名

（休会者含む）の東京都理学療法士協会会員が

1,694 箇所もの様々な場所で働いています。

The Power of Physical Therapy
TO

KYO
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奥多摩町奥多摩町
１施設１施設
１名１名

区市町村名
施設数　
人員数

青梅市青梅市
18施設18施設
134 名134 名

日の出町日の出町
6施設6施設
30名30名

あきる野市あきる野市
5施設5施設
34名34名

檜原村檜原村
0施設0施設
0名0名

八王子市八王子市
59施設59施設
500 名500 名

羽村市羽村市
4施設4施設
46名46名

日野市日野市
26施設26施設
89名89名

福生市福生市
8施設8施設
33名33名

瑞穂町瑞穂町
4施設4施設
14名14名

立川市立川市
26施設26施設
114 名114 名

昭島市昭島市
16施設16施設
108 名108 名

武蔵村山市武蔵村山市
6施設6施設
66名66名

東大和市東大和市
10施設10施設
51名51名

国立市国立市
6施設6施設
23名23名

八丈町
2施設
4名

大島町
2施設
3名

三宅村
0施設
0名

新島村
1施設
1名

神津島村
１施設
１名

利島村
0施設
0名

御蔵島村
0施設
0名

青ヶ島村
0施設
0名

小笠原村
1施設
2名

区東北部・区東部ブロック部

区西北部ブロック部

区西南部・区西部ブロック部
西多摩・南多摩ブロック部

北多摩ブロック部

足立区　荒川区　葛飾区　墨田区　江戸川区　江東区

台東区　文京区　千代田区　中央区　港区　品川区
大田区　大島町　八丈町　新島村　神津島村　小笠原村

北区　板橋区　練馬区　豊島区

新宿区　渋谷区　目黒区　中野区　杉並区　世田谷区

清瀬市　東久留米市　西東京市　武蔵野市　三鷹市　　
調布市　狛江市　府中市　小金井市　小平市　東村山
市　東大和市　国分寺市　国立市　立川市　昭島市

武蔵村山市

瑞穂町　青梅市　羽村市　福生市　日の出町　　　　　
あきる野市　奥多摩町　八王子市　町田市　日野市　　　

多摩市　稲城市
区中央部・区南部・島しょ部ブロック部

６つのブロックと５０の支部で構成
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特
集
１

東京新聞ヘルスケアメイツ事業
～介護予防の新しい試み～

東京都理学療法士協会　副会長
リハビリテーション専門職連携推進委員長
清瀬リハビリテーション病院

田代　文子

　

健
康
寿
命
と
平
均
寿
命
の
差
を
縮
め
、
最
後
ま
で
生

き
生
き
と
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

フ
レ
イ
ル
予
防
・
介
護
予
防
が
重
要
で
す
。
そ
こ
で
、

各
地
域
で
は
、
介
護
予
防
教
室
や
通
い
の
場
づ
く
り
等
、

地
域
の
特
性
に
合
っ
た
活
動
が
展
開
さ
れ
て
き
て
い
ま

す
。

　

今
回
、
東
京
新
聞
の
会
員
組
織
「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
メ
イ

ツ
」
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。
東
京
新
聞
で
は
、

読
者
の
多
く
を
占
め
る
50
歳
代
～
60
歳
代
の
方
々
の
健

康
維
持
・
介
護
予
防
を
目
的
と
し
て
、
会
員
組
織
「
東

京
新
聞
ヘ
ル
ス
ケ
ア
メ
イ
ツ
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

4
月
に
東
京
新
聞
か
ら
、
高
齢
者
の
健
康
維
持
を
目
的

と
し
、
運
動
及
び
参
加
者
間
の
交
流
を
内
容
と
し
た
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
当
会
へ
協
力
依
頼
が

あ
り
ま
し
た
。
高
齢
福
祉
部
と
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
推
進
委
員
会
で
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
第
1
回
の

打
ち
合
わ
せ
を
5
月
10
日
に
開
催
、
検
討
を
重
ね
て
11

月
27
日
の
イ
ベ
ン
ト
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。
募
集
対
象

や
方
法
、
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
は
、
表
に
示
す
通
り
で
す
。

当
会
で
は
フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
い
て
の
講
義
と
運
動
指

導
、
開
始
前
の
体
力
測
定
を
担
当
し
ま
し
た
。
講
義
と

運
動
指
導
に
つ
い
て
は
、「
楽
し
く
、
少
し
の
運
動
で

も
か
な
り
効
い
て
い
る
感
じ
が
す
る
」「
資
料
も
充
実

し
て
い
た
の
で
帰
っ
て
か
ら
も
参
考
に
し
た
い
」
な
ど

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
好
評
で
し
た
。
東
京
都
作
業
療

法
士
会
が
後
半
の
回
想
法
を
担
当
し
ま
し
た
。
同
じ
時

代
を
過
ご
し
た
同
年
代
の
方
々
と
当
時
の
話
題
に
つ
い

て
話
が
で
き
た
こ
と
は
懐
か
し
く
楽
し
い
一
時
と
な
っ

た
様
で
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
今
後
、
年
４
回
を
目
標
に
継
続
的
に

実
施
し
、
自
主
グ
ル
ー
プ
活
動
や
地
域
展
開
等
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
次
回
か
ら
は
、
運
営
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
育
成
も
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

こ
の
東
京
新
聞
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
メ
イ
ツ
事
業
は
、
地

域
の
集
ま
り
で
な
く
「
東
京
新
聞
読
者
」
と
い
う
カ
テ

ゴ
リ
ー
か
ら
立
ち
上
げ
る
新
た
な
試
み
の
介
護
予
防

で
す
。
同
地
域
と
い
う
以
外
の
集
合
形
態
で
の
介
護
予

防
事
業
が
ど
の
よ
う
に
継
続
・
展
開
し
て
い
け
る
の
か
、

一
緒
に
次
の
展
開
が
出
来
る
よ
う
今
後
も
協
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
介
護
予
防
の
多

様
な
形
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東京新聞「ヘルスケアメイツ」トライアルイベント

表１．開催案内と参加者 表２．当日のプログラム

開催案内と参加者
日　　時：令和 4 年 11 月 27 日 ( 日 )　
 14:00 ～ 16:00
会　　場：中日新聞東京本社　１階ホール
対　　象：東京新聞の読者　60 歳以上の方
募集人数：30 名
募集方法：東京新聞での告知，東京新聞 HP 等

【当日の参加者】
参加者：33 名（男性 11 名，女性 22 名）
年齢層：50 代 1 名，60 代 16 名，70 代 15 名，
　　　　80 代 1 名

当日のプログラム
13:30 受付開始・体力測定
 （握力・開眼片脚立位・5m 歩行）
14:00 主催者挨拶
14:05 運動プログラム（講義 + 実演）
14:40 協賛社 PR コーナー
15:00 休憩
15:10 回想法プログラム
15:55 参加者アンケート
16:00 終了

The Power of Physical Therapy
TO

KYO
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体力測定：開眼片脚立位

フレイル予防の講義と運動の実際
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特
集
２

東京2020オリンピックと理学療法士

　

当
会
ス
ポ
ー
ツ
事
業
は
２
０
１
２
年
度
に
「
ス

ポ
ー
ツ
の
理
学
療
法
委
員
会
」
と
し
て
は
じ
ま
り
、

２
０
１
５
年
に
ス
ポ
ー
ツ
局
に
移
行
し
4
部
（
障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
部
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
サ

ポ
ー
ト
部
、
学
校
保
健
部
、
国
際
競
技
大
会
・
ス

ポ
ー
ツ
理
学
療
法
推
進
部
）
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
（
東
京
２
０
２
０
大
会
）
開
催
ま
で
の
7
年
間

は
理
学
療
法
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
ス
タ
ッ
フ
の

人
材
育
成
を
行
い
ま
し
た
。
東
京
２
０
２
０
大
会

に
お
け
る
選
手
向
け
医
療
サ
ー
ビ
ス
は
通
常
の
医

療
に
加
え
て
、
競
技
エ
リ
ア
に
お
け
る
適
切
な

救
急
対
応
や
選
手
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
た
め

の
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
約
２
０
０
名

の
都
内
理
学
療
法
士
が
選
手
村
総
合
診
療
所
内
理

学
療
法
室
や
各
競
技
会
場
で
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。
東
京
２
０
２
０
大
会
に

参
加
し
た
ス
ポ
ー
ツ
理
学
療
法
の
ス
キ
ル
が
あ
る

理
学
療
法
士
を
活
用
し
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
支
援
だ

け
で
な
く
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
支
援
や
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
支
援
、
ま
た
学
校
に
お
け
る
学
校
保
健
・

安
全
教
育
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
当
会
は
都

民
の
皆
様
の
健
康
と
安
全
の
確
保
に
つ
と
め
、
全

て
の
人
が
自
発
的
に
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
め
る
よ

う
に
働
き
か
け
ま
す
。

東京都理学療法士協会　理事
スポーツ局　局長　
日本女子体育大学・健康管理センター

板倉　尚子

The Power of Physical Therapy
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KYO
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特
集
３

東京2020オリパラレガシー
（江戸川区の取組み）と理学療法士

　

江
戸
川
区
は
、
区
内
に
あ
る
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ

資
源
を
活
用
し
て
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
の
全
22
の
競
技
に
つ
い
て
試
合
や
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
区
内
で
で
き
る
環
境
を
整
え
る
、
全

国
で
初
め
て
の
取
組
み
と
し
て
「
東
京
２
０
２
０

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
22
競
技“

で
き
る„

宣
言
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
東
京
マ
ラ
ソ
ン
財
団

様
と
関
東
パ
ラ
陸
上
競
技
協
会
様
の
協
力
の
も

と
、
東
京
都
理
学
療
法
士
協
会
は
「ED

O
RIK

U

パ
ラ
陸
上
教
室
」
の
サ
ポ
ー
ト
を
お
こ
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

教
室
で
は
準
備
体
操
や
整
理
体
操
に
加
え
、
参

加
者
に
『
レ
ー
サ
ー
』
と
い
う
競
技
用
車
い
す
へ

の
移
乗
介
助
、
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
調
整
、
走
行
介
助

や
誘
導
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
を
実
施
し
、
さ
ら

に
、
ご
家
族
様
の
日
常
生
活
上
で
の
心
配
事
の
相

談
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
機
材
の
操
作
や

全
て
の
事
を
自
立
し
て
行
え
る
よ
う
に
促
し
て
お

り
、
初
め
は
不
安
な
参
加
者
や
ご
家
族
様
も
、
回

を
重
ね
る
ご
と
に
で
き
る
こ
と
が
増
え
、
新
し
い

発
見
の
喜
び
の
声
も
多
く
聞
か
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
多
様
性
を
認
め
合
い
誰
も

が
輝
け
る
「
と
も
に
生
き
る
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、

理
学
療
法
士
と
し
て
共
生
社
会
の
実
現
の
橋
渡
し

と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
今
後
も
た
く
さ
ん
の
皆

様
に
体
を
動
か
す
こ
と
の
楽
し
み
や
パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
の
面
白
さ
を
伝
え
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

スポーツ局スポーツイベントサポート部
社会医療法人社団森山医会　森山ケアセンター介護老人保健施設

鈴木　真治

参加者・家族と運営スタッフ
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東京2020オリパラレガシー
（杉並区の取組み）と理学療法士

　

杉
並
区
は
、
地
域
共
生
社
会
づ
く
り
の
視
点
に

立
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
の
さ
ら
な
る
推
進
を
図

る
た
め
、
障
害
当
事
者
や
関
係
者
等
に
よ
る
「
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
令
和
4
年
6

月
に
立
ち
上
げ
、
区
立
体
育
施
設
に
お
い
て
、
障

害
者
を
対
象
に
、
障
害
の
種
類
・
程
度
や
本
人
希

望
に
応
じ
て
、
複
数
種
目
か
ら
選
択
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
行
う
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
タ
イ
ム
」
を
ス
タ
ー

ト
し
、
東
京
都
理
学
療
法
士
協
会
も
参
加
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
す
ぎ
な
み
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ

ミ
ー
D
コ
ー
ス
障
害
者
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
や
ボ
ッ

チ
ャ
教
室
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
な
い
ま
し
た
。
参

加
者
の
障
害
は
幅
広
く
、
身
体
の
相
談
や
姿
勢

チ
ェ
ッ
ク
、
運
動
指
導
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

障
害
が
あ
っ
て
も
ス
ポ
ー
ツ
を
や
り
た
い
と
思
う

方
は
多
く
、
ス
ポ
ー
ツ
の
場
に
理
学
療
法
士
が
い

る
事
で
、
多
く
の
方
か
ら
「
理
学
療
法
士
が
い
る

事
で
安
心
し
て
楽
し
く
参
加
で
き
ま
す
」
な
ど
嬉

し
い
声
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
杉
並
区
民

の
皆
様
の
支
援
を
し
て
参
り
ま
す
。

スポーツ局スポーツイベントサポート部
国家公務員共済組合連合会　三宿病院

西條　攻

すぎなみスポーツアカデミーボッチャ　集合写真

The Power of Physical Therapy
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出典 : 杉並区広報すぎなみ 1 月 15 日号
ユニバーサルタイムのご紹介

32 令和5年（2023年）1月15日　No.2345No.2345　令和5年（2023年）1月15日 

　区は、地域共生社会づくりの視点に立ったスポーツ・運動のさらなる推進を図るため、障害当事者や関係団体等による「障害者
スポーツネットワーク」を4年6月に立ち上げました。以降、そのメンバーにより、より多くの障害のある方が身近な体育施設で、気
軽にスポーツ・運動に親しめるよう、事業内容や支援体制、施設・設備の在り方等を協議・検討し、「ユニバーサルタイム」を試行的
に実施しています。いずれは、障害の有無にかかわらず、同じ施設を同じ時間に利用できるような環境づくりを目指しています。

障害のある方もない方も！
サポートして

くれる人が
いてほしい…

自分にできる運動ってあるのかな？
思い切り体を動かしたい！

健康づくりのために運動をしたい！

障害者スポーツ
ネットワークの取り組み

障害者団体等

障害者スポーツ関係

地域・スポーツ関係

医療・福祉関係

行政関係

協議・検討

ユニバーサルタイムの企画に反映 使いやすい施設に向けた改善に反映

障害者スポーツネットワーク

ボール
遊び

■ 好きなプログラムを選んで自由にスポーツ・運動ができます！

■ 事前申し込み不要、入退場自由、見学のみもOK！

■ スポーツ・運動を安心して楽しくできるよう、理学療法士や

　 サポーターなどがお手伝いします！

日　時：3月1日㈬午後3時～5時30分
場　所：荻窪体育館（荻窪3-47-2）
対象者：障害のある方 (介助が必要な方は介助者同伴）
参加費：無料
プログラム：軽い運動、体の相談、ウオーキング、ランニング、筋ト
レ、ダンス、ストレッチ、ボール遊び（サッカーボールやバスケット
ボールなどさまざまな種類のボールを投げる・蹴る・打つ等）

●JR・東京メトロ丸ノ内線荻窪駅からの誘導サポーターを希望の方は､
電話・Eメール（12面記入例）で、2月24日までにスポーツ振興課事
業係　 sp-sinkoka@city.suginami.lg.jpまでご連絡ください。

■他 上履き持参。車椅子使用者用専用駐車場2台分あり

を始めました！

重度障害者は

体を揺らすこと

も運動です！

CHECK

　参加者が安心して参加できるよう､
最寄り駅等と体育施設の往来の道案
内をします（事前申込制）。

誘導サポーター

　障害のある方のスポーツ・運動のきっかけづくりの場として、軽い運

動やウオーキング、ボール遊びなどのプログラムを実施しています。

　将来的には各体育施設において、このような場を設け、障害のある方

が日常的・継続的に体育施設を利用できるよう取り組んでいく予定です｡

ウオーキング・
ランニング

　軽い運動や体の相談、
ダンスができます。

　理学療法士が歩き方や
走り方など、正しい体の
使い方を教えます。

　理学療法士や、実技・誘導をサポートし
てくれる人たちがいて、体制が充実してい
ました。バランスボールやウオーキングな
ど、初めて体験することや普段できないこ
とを安心して楽しむことができました。

安心して参加することができました

　ユニバーサルタイムをより多くの障害のある方に知って
もらいたいです。そして、この取り組みが障害のある方の
｢一歩を踏み出せる場」になるといいなと思います｡

メンバーの思いが詰まっています！

実技サポーターが一緒だから安心！

5年度は
会場・回数を
拡大予定！

軽い運動

ユニバーサルタイム  スタート！

初めて行く場所でも安心！

初めて
バランスボールに

乗りました！

背中の硬さを

ほぐす運動を教えて

もらいました！

今度は相手が

投げたボールを

打ってみよう！

｢危険だからできないかも」と迷っている人もぜひ、一度見学に来て！

バスケットボールの
シュートがこんなに
楽しいなんて！

　各地域のニーズに合わせて、将来的にどの

ような取り組みが必要かを、障害当事者や関

係団体等が共に協議・検討をしています。そ

の結果を、さまざまな視点から具体的な取り

組みにつなげていきます。

第2回　ユニバーサルタイム

▲ユニバーサルタイム

̶̶問い合わせは、スポーツ振興課へ｡

はくじょう

白杖なしで

歩くことが

できました！

　ボールを投げたり・蹴ったり・打ったり
好きなプログラムができます。

シュートが
決まったぞ！

●誘導サポーター
　ユニバーサルタイムへの期待感や気分の
高揚を共有しながら、体育館まで向かうこ
とができてうれしかったです。

●実技サポーター
　参加者が自分にあったスポーツを見つ
け、チャレンジする姿に驚きました。

●理学療法士
　この場で一緒にやったことが、体に悩み
を抱える方の助けになるとうれしいです。

※4月以降に、誘導・実技サポーターを募集します｡
詳細は､「広報すぎなみ」や区ホームページで
お知らせします。

スポーツをもっと身近に！ 
ユニバーサルタイム

杉並区公式チャンネル杉並区公式チャンネル

YouTubeで配信中！

　障害のある方が、気軽にスポーツ・運動に親し
み、その楽しさを感じられる場を。そんな思いか
ら新たな試み「ユニバーサルタイム」が始まりま
した。その１回目の様子をお届けします。
■問 広報課

現場でサポートしてくれる方からもコメントをいただきました！体を動かすって気持ちいい！
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特
集
４

新型コロナウイルス感染症に対する
理学療法士の使命とは

　

２
０
１
９
年
12
月
に
中
華
人
民
共
和
国
武
漢
市
で

初
め
て
報
告
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（CO
V

ID
-19

）
は
、
日
本
で
は
２
０
２
１
年
初
頭

に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
後
も
増
減
を
繰
り
返
し
、
未
だ

完
全
な
収
束
に
至
ら
ず
に
い
ま
す
。
3
年
を
超
え
る

CO
V

ID
-19

の
流
行
に
、
医
療
現
場
で
は
医
師
、
看
護

師
、
理
学
療
法
士
な
ど
の
専
門
家
が
連
携
し
て
日
夜
奮

闘
し
て
い
ま
す
。

　

急
性
期
病
院
で
のCO

V
ID

-19

に
対
す
る
理
学
療

法
士
の
仕
事
は
、
呼
吸
練
習
や
立
つ
・
歩
く
な
ど
の
基

本
動
作
の
練
習
が
多
く
、
患
者
さ
ん
と
の
距
離
が
近
い

た
め
、
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
（
病
原
体
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ

て
い
る
区
域
）
内
で
は
、
エ
ア
ロ
ゾ
ル
暴
露
や
接
触
感

染
の
リ
ス
ク
が
高
い
仕
事
と
い
え
ま
す
（
写
真
１
）。

　

レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
内
で
は
医
師
や
看
護
師
同
様
、
見
え

な
い
ウ
イ
ル
ス
へ
の
恐
怖
や
不
安
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
も

多
く
、
感
染
者
数
が
ピ
ー
ク
と
な
っ
た
２
０
２
１
年
当

時
は
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
す
る
（
い
わ
ゆ
る
燃
え
尽
き
症
候

群
と
な
る
）
理
学
療
法
士
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
（
図
1
）。

順天堂大学　保健医療学部　理学療法学科
教授

高橋　哲也

写真１　レッドゾーンでの理学療法

理学療法士は 2021 年 3 月の調査（PLoS One . 2022 Sep 29;17(9):e0275415.）
理学療法士以外は 2020 年 4 月の調査（JAMA Netw Open. 2020;3(8):e2017271.）

図１ 医療従事者のバーンアウト割合（％） 
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現
在
はCO

V
ID

-19

の
治
療
経
験
が
蓄
積
さ
れ
、
感

染
対
策
の
知
識
や
技
術
が
進
歩
し
た
こ
と
か
ら
、
医
療

従
事
者
の
感
染
リ
ス
ク
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
加

え
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
だ
こ
と
や
、
効
果
的
な

薬
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
患
者
さ
ん
の

重
症
化
リ
ス
ク
も
低
下
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
持
病
や
複
数
の
身
体
の
不
調
を
持
っ
て
い
る

高
齢
者
がCO

V
ID

-19
に
罹
患
し
入
院
さ
れ
る
ケ
ー

ス
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
医
療
の
進
歩
に
よ

りCO
V

ID
-19

に
よ
る
肺
炎
の
重
症
化
が
抑
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
か
ら
、
入
院
中
の
安
静
で
体

力
が
低
下
し
、
元
の
生
活
に
戻
れ
な
い
よ
う
な
こ
と
は

あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
も
、
入
院
当
初

か
ら
理
学
療
法
士
が
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
に
伺
っ
て
適
切
な

理
学
療
法
を
行
い
、
も
と
も
と
の
身
体
機
能
を
で
き
る

だ
け
維
持
し
た
り
、
低
下
し
た
運
動
機
能
を
速
や
か
に

回
復
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
す
。（
写
真

２
）

写真３　順天堂大学医学部附属順天堂医院の COVID-19 リハビリチーム

写真２　感染対策をしっかりして患者さんの
　　　　速やかな回復を助ける

　

CO
V

ID
-19

に
罹
患
後
、
肺
炎
が
重
症
化
し
て
し
ま

い
人
工
呼
吸
器
で
の
治
療
を
受
け
た
人
の
多
く
は
、
退

院
後
も
呼
吸
筋
や
下
肢
の
筋
力
が
低
下
し
、
回
復
の

た
め
に
長
期
の
理
学
療
法
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
肺
炎

が
重
症
化
し
な
か
っ
た
場
合
で
も
、CO

V
ID

-19

に

罹
患
す
る
と
疲
労
感
・
倦
怠
感
、
息
切
れ
、
思
考
力

や
記
憶
へ
の
影
響
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
「
罹
患
後
症

状
」
を
訴
え
る
方
も
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
症
状
はpost 

CO
V

ID
-19 condition

やlong CO
V

ID

と
呼
ば

れ
、
国
際
的
に
も
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
症
状
が
あ
る
方
が
、
リ
ハ
ビ
リ
と
称
し
て
や
み
く
も

に
運
動
を
す
る
の
は
誤
り
で
す
。
過
剰
な
運
動
は
症
状

を
悪
化
さ
せ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
個
々
の
症
状
に
合

わ
せ
た
日
々
の
活
動
内
容
の
調
整
や
環
境
調
整
か
ら
始

め
、
適
切
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
も
と
で
運
動
を
行
う
こ

と
が
重
要
で
す
。
定
期
的
な
運
動
は
、
抗
炎
症
作
用
を

発
揮
し
、
感
染
症
に
対
す
る
免
疫
力
向
上
に
も
有
効
で

す
。

　

正
し
い
感
染
症
対
策
に
よ
る
感
染
拡
大
防
止
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
正
し
い
呼
吸
法
の
指
導
と
有
酸
素
運
動
、

筋
ト
レ
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
運
動
療
法
に
よ
っ
て
身

体
機
能
の
回
復
促
進
や
後
遺
症
の
軽
減
を
図
り
、
社
会

の
福
祉
に
貢
献
す
る
、
そ
れ
が
私
た
ち
理
学
療
法
士
の

使
命
で
す
。（
写
真
３
）
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感染予防

介護予防

栄養 運動

社会参加

【図 1】感染予防と介護予防

【図 2】介護予防の 3 要素

コロナ禍での介護予防と社会活動 特
集
５筑波大学　人間系　教授

理学療法士

山田　実

２
０
２
０
、

未
知
な
る
ウ
イ
ル
ス
の
出
現

　

本
来
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
で
歓
喜
に
沸
く
は
ず
だ
っ
た
２
０
２
０
年
、
思
い

も
よ
ら
な
い
未
知
な
る
ウ
イ
ル
ス
の
登
場
が
、
世
界

を
震
撼
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
基
本
的
な
感

染
対
策
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る“

3
密
回
避
（
密
閉
、
密

集
、
密
接
の
回
避
）”

が
呼
び
掛
け
ら
れ
、
こ
れ
ま
で

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
自
粛
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
同
時
に
、『
感
染
予
防
』
と
『
介
護
予
防
』

と
い
う
相
反
す
る
二
つ
の
大
き
な
課
題
へ
の
挑
戦
の
始

ま
り
に
な
り
ま
し
た
（
図
1
）。

コ
ロ
ナ
禍
と
高
齢
者

　

一
遍
し
た
環
境
に
大
き
く
戸
惑
い
、
そ
し
て
適
応
が

難
し
か
っ
た
の
が
高
齢
者
で
す
。
感
染
が
確
認
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
当
初
よ
り
、
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
を
有

す
る
方
は
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
が
報
道
さ
れ

た
こ
と
で
、
高
齢
者
の
活
動
は
著
し
く
制
約
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
、

一
度
踏
み
込
ん
だ
ブ
レ
ー
キ
を
弱
め
る
こ
と
は
難
し
く

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

維
持
・
促
進
す
べ
き
二
つ
の
『
活
』

　

介
護
予
防
に
は
、
運
動
、
栄
養
、
社
会
参
加
と
い
う

三
つ
の
要
素
の
促
進
が
重
要
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

（
図
2
）。
で
す
が
、
感
染
予
防
を
重
視
し
た
自
粛
生
活

で
は
、『
身
体
活
動
』
と
『
社
会
活
動
』
が
抑
制
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
図
3
）。
長
引
く
自
粛
生
活

に
よ
る
こ
れ
ら
活
動
制
限
の
持
続
は
、
筋
力
の
低
下
や

心
の
健
康
状
態
を
阻
害
す
る
な
ど
、
フ
レ
イ
ル
状
態
に

な
る
高
齢
者
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
い

か
な
る
状
況
下
で
も
、
身
体
活
動
と
社
会
活
動
と
い
う

二
つ
の
『
活
』
を
維
持
・
促
進
す
る
こ
と
が
、
健
康
維

持
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

The Power of Physical Therapy
TO

KYO
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【図 4】web 版集いのひろば

【図 3】コロナ禍の身体活動と社旗活動
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社会活動身
体
活
動
時
間
（
分
／
週
）

社
会
活
動
得
点
（
０
ー
40
）

第 1波 第 2波 第 3波 第 4波 第 5波 第 6波 第 7波

コロナ禍 1年目 コロナ禍 2年目 コロナ禍 3年目

2020
1/1 3/1 5/1 7/1 9/1 11/1

2021
1/1 3/1 5/1 7/1 9/1 11/1

2022
1/1 3/1 5/1 7/1 9/1

研究者 高齢者

1 回／週のメール送信
参加者全員に同じ内容を送信します。

・簡単な挨拶文
・YouTube 動画のリンク
・アンケートフォームのリンク
・前回の質問への回答（抜粋）
・前回の対象者の近況報告のレポート（抜粋）

5～ 10分程度／回の動画
〈テーマの例〉
・フレイルとは
・ウォーキングの方法

アンケート入力
・動画の感想
・動画に関する質問
・介護予防に関する質問
・コメント
・近況報告

介
護
予
防
の
救
世
主
は
『
通
い
の
場
』

　
『
通
い
の
場
』
は
、
二
つ
の
『
活
』
の
促
進
に
も
寄
与

す
る
、
住
民
主
体
の
グ
ル
ー
プ
活
動
で
す
。
こ
こ
で
は
、

地
域
住
民
の
方
々
が
定
期
的
に
集
い
、
体
操
や
趣
味
活

動
な
ど
を
行
い
な
が
ら
交
流
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
、
中
止
や
規
模
縮
小
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
グ
ル
ー

プ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
適
切
な
感
染
対
策
の
基
、
活
気

を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ

り
、
こ
の
『
通
い
の
場
』
へ
参
加
す
る
こ
と
で
、
二
つ

の
活
が
促
進
さ
れ
、
要
介
護
状
態
に
な
る
の
を
予
防
す

る
効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

『W
eb

版
集
い
の
ひ
ろ
ば
』

　

感
染
へ
の
恐
れ
か
ら
『
通
い
の
場
』
へ
の
参
加
が
難

し
い
方
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
介
護
予
防

『w
eb

版
集
い
の
ひ
ろ
ば
』
を
ご
利
用
下
さ
い
。
こ
れ

は
、
私
達
（
筑
波
大
学
介
護
予
防
研
究
室
）
が
管
理
運

営
を
行
う
も
の
で
、
週
に
1
回
の
頻
度
で
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
を
配
信
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
健
康
情
報
が

取
得
で
き
、
専
門
家
へ
様
々
な
質
問
が
行
え
、
全
国
各

地
の
参
加
者
と
間
接
的
に
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
こ
か
ら
（https://w

w
w

.yam
ada-lab.tokyo/

signup/

）、
ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加
登
録
が
可
能
で

す
（
図
4
）。
是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

今
こ
そ
、
介
護
予
防
を
。

　

私
達
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
を
失
い
ま
し
た
が
、
一

方
で
学
ん
だ
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
以
前
よ
り
、

そ
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
改
め
て
、

社
会
活
動
の
影
響
の
大
き
さ
を
認
識
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
終
わ
り
が
見
え
か
け
て
は
遠
退
く
と
い
う
、

ま
さ
に
一
進
一
退
の
攻
防
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
着
実

に
終
わ
り
に
近
づ
い
て
い
る
は
ず
で
す
。「
友
人
と
レ

ス
ト
ラ
ン
、
家
族
で
温
泉
旅
行
、
笑
顔
で
カ
ラ
オ
ケ
」、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
と
呼
べ
る
よ
う
に
な
る
頃
、
こ
ん
な

楽
し
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
今
ま
さ
に
介
護
予
防
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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私たちはエスカレーター

「歩かず立ち止まろう」
キャンペーンを実施しています。

エスカレーターを安全にご利用いただくために、2022 年

7 月 25 日（月）から 8 月３１日（水）まで、全国の鉄道事

業者 56 社局・（公社）東京都理学療法士協会を含む４団体

や空港施設、商業施設、自治体と共同で、エスカレーター

の安全利用を呼びかけるキャンペーンを実施致しました。

私
た
ち
の
活
動

私
た
ち
の
活
動



第 13 回中日新聞社広告大賞
審査員特別賞を受賞致しました。

　私たち東京都理学療法士協会は、誰もが安全・安心に暮らせる社会

の為に『エスカレーター止まって乗りたい人がいる』をメインメッセー

ジにしたソーシャルアクションを展開しております。一つの大きな目

標として、2020 東京オリンピック・パラリンピック開催までに、エ

スカレーターに乗降できるような東京を目指していた為、東京オリン

ピック開催前にキャンペーン広告を東京新聞に掲載いただきました。

その結果、第 13 回中日新聞広告大賞にて審査員特別賞を受賞するこ

とができました。
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理
学
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法

の
力
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協

会
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報
誌

　表紙タイトルは「理学療法の力
TOKYO」とさせていただきました。
由来は東京都民の皆様へ、私たちが
理学療法の力でお支えしていきたい
という願いと決意表明として本タイ
トルとさせていただきました。
　今回初めて広報誌を発刊すること
になりました。都民の皆様に知って
良かったと思っていただけるような
誌面づくりに努めてまいります。ど
うぞよろしくお願い申し上げます。

表紙タイトルについて

広報誌を創刊します

　私たち東京都理学療法士協会は、
都民の皆様へもっともっと理学療法
士のことを知ってもらいたい、伝え
ていきたいと考えています。そこで
今回初めて広報誌を発刊することに
なりました。都民の皆様に知って良
かったと思っていただけるような誌
面づくりに努めてまいります。どう
ぞよろしくお願い申し上げます。

編集後記
　皆様、東京都理学療法士協会広報
誌創刊号を手にとっていただきまし
てありがとうございます。
  創刊号に掲載した私たちの事業
は、全体のほんの一部に過ぎません。
もっともっと皆様にお伝えしたいこ
とが、沢山あります。私たちの情報
発信が皆様に少しでもお役に立てる
よう、理学療法士がもっともっと皆
様の身近に感じていただけるような
誌面を目指しております。どうぞこ
れからもよろしくお願い致します。

ご意見をお待ちしております

連絡先
公益社団法人 東京都理学療法士協会広報部

e-mail   m-ide@minamitama.jp（井出　大）

発　　　行	 公益社団法人東京都理学療法士協会
　　　　　		 〒 151-0053	東京都渋谷区代々木 1-58-7　ヴェラハイツ代々木 201
発行責任者	 森島　健
編　　　集	 井出　大
印　　　刷	 研究出版株式会社
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